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当院では、整形外科を始め、内科、循環器内科、外科、形成外科、
泌尿器科、リハ科、歯科、脳神経外科（院内標傍）、皮膚科（院内標傍）、
せき損内科（院内標傍）の一般診療を行っています。
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・北海道のせき損医療を守り最先端のせき損医療を行います
・診療科を充実させ地域医療に貢献します
・病院の持続的発展のため経営基盤を確立します

良質で安全な医療
信頼される医療
心の通う医療

当
院
内
科
外
来
の
特
徴
は
何
と

い

て
も
高
い
専
門
性
で
す
。
一
般

内
科
（
中
野
部
長
、
室
谷
部
長
）
以

外
に
竹
田
副
院
長
は
リ
ウ
マ
チ
・
膠

原
病
の
専
門
外
来
を
し
て
お
り
、
北

海
道
内
で
有
数
の
診
療
経
験
を
持

て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
曜
日
に
は
有

名
な
豊
嶋
先
生
（
北
海
道
大
学
血
液

内
科
教
授
）
の
外
来
が
あ
り
、
血
液

疾
患
に
限
ら
ず
内
科
全
般
の
患
者
さ

ん
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
木
曜
日

に
は
大
藤
先
生
（
北
海
道
大
学
第
２

内
科
）
に
よ
る
糖
尿
病
外
来
、
第

２
・
４
水
曜
日
に
は
二
川
原
先
生
に

よ
る
呼
吸
器
外
来
、
火

木
曜
日
に

は
佐
藤
先
生
と
佐
々
木
先
生
（
北
海

道
大
学
循
環
器
内
科
）
に
よ
る
循
環

器
内
科
外
来
、
中
村
先
生
（
中
村
内

科
）
に
よ
る
内
視
鏡
検
査
な
ど
、
ス

ペ
シ

リ
ス
ト
に
よ
る
専
門
性
の
高

い
診
療
を
行

て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
般
内
科
で
は
生
活
習
慣
病
（
高
血

圧
、
糖
尿
、
痛
風
、
脂
質
異
常
）
や

肺
気
腫
、
喘
息
、
甲
状
腺
疾
患
、
胃

炎
、
胃
潰
瘍
、
大
腸
ポ
リ

プ
、
便

秘
等
を
扱

て
お
り
、
予
約
制
で

C
T
、
M
R
I
、
エ
コ

、
胃
カ
メ

ラ
、
大
腸
カ
メ
ラ
な
ど
の
検
査
が
可

能
で
す
。
感
染
症
、
消
化
器
、
糖
尿

病
、
呼
吸
器
、
リ
ハ
ビ
リ
や
回
復
期

等
の
入
院
は
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

夜
間
、
休
日
、
救
急
対
応
な
ど
に
は

限
界
が
あ
り
、
疾
患
に
よ

て
は
対

応
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◎
リ
ウ
マ
チ
内
科
は
診
療
場
所
が
一

階
の
整
形
外
科
奥
に
移
動
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
場
所
を
お
間
違
え
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

リ
ウ
マ
チ
内
科

　
一
階
整
形
外
科
奥

　
毎
週
月・水
午
後・木･

金
曜
午
前

循
環
器
内
科

　
毎
週
火
曜
・
水
曜
・
木
曜

糖
尿
病　
北
大
第
二
内
科
出
張

　
毎
木
曜
午
前

血
液
内
科

　
北
大
血
液
内
科
教
授
出
張

　
毎
水
曜
午
前

呼
吸
器
内
科

　
岩
見
沢
北
翔
会
よ
り　
月
二
回

脳
神
経
外
科

　
北
大
出
張
医　
月
二
回

2
0
1
9
年
に
は
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
2
0
2
4
年

現
在
も
形
を
変
え
て
流
行
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
当
院
で
は
、
発
熱
外
来

を
引
き
続
き
設
け
て
お
り
ま
す
。

場
所
は
、
一
般
患
者
さ
ん
と
接

触
し
づ
ら
い
二
階
の
歯
科
外
来
奥
に

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
発
熱
等

の
症
状
の
あ
る
方
は
、
内
科
外
来
と

は
別
の
場
所
に
案
内
さ
れ
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
次
ペ

ジ
に
続
く
）



（2）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
抗
原
検
査

も
継
続
中
で
、
鼻
腔
粘
膜
か
ら
の
ス

ワ
ブ
で
、
20
分
程
度
で
判
定
で
き
る

よ
う
に
な

て
お
り
、
若
年
健
常
者

か
ら
重
症
化
が
懸
念
さ
れ
る
高
齢

患
者
さ
ん
等
へ
の
感
染
の
予
防
に

役
立
て
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
法
的
な
取
り
扱
い
が
変
わ

り
、
二
類
か
ら
五
類
に
移
行
し
、
政

府
の
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、

ラ
ゲ
ブ
リ
オ
と
い
う
特
効
薬
を
服
用

し
た
場
合
に
は
、
本
人
の
ご
負
担
が

1
割
か
ら
3
割
（
実
費
で
1
万
か
ら

3
万
程
度
）
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
投
薬
の
対
象
と
な
る
の
は
、

高
齢
者
、
リ
ウ
マ
チ
製
剤
使
用
者
、

が
ん
患
者
さ
ん
等
で
す
。

最
近
の
感
染
状
況
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
流
入
も
あ

て
、
L
B
1
、 

K
P
2.

3
、
K
P
3
と
い
う
新
し
い

変
異
株
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
旧
来

の
ワ
ク
チ
ン
で
は
な
く
、
こ
の
秋
に

は
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が
登
場
す
る
予

定
と
の
こ
と
で
政
府
か
ら
の
接
種
開

始
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
待
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。

2
0
2
3
年
よ
り
、
院
内
に
も
　

よ
う
や
く
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
や

て
き
ま
し
て
、
オ

ダ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
検
査
予

定
や
再
来
の
予
約
が
一
覧
に
な

た

表
が
渡
さ
れ
ま
す
の
で
、
用
紙
を
な

く
さ
な
い
よ
う
ご
留
意
お
願
い
し
ま

す
。

整
形
外
科
医
師

　
高
橋　
桜
子　

　
　
札
幌
医
科

　
　
　
　
大
学
卒

専
門
分
野　
整
形
外
科

所
属
学
会　
日
本
整
形
外
科
学
会

　
　
北
海
道
整
形
災
害
外
科
学
会

　
　
日
本
整
形
外
科骨・

軟
部
腫
瘍
学
会

整
形
外
科
医
の
高
橋
桜
子
と
申

し
ま
す
。
８
月
か
ら
こ
ち
ら
で
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
札
幌
出
身

で
、
札
幌
医
科
大
学
を
卒
業
後
、
沖

縄
赤
十
字
病
院
、
北
海
道
大
学
病
院

で
主
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
趣

味
は
音
楽
を
聴
い
た
り
演
奏
し
た
り

す
る
こ
と
、
料
理
で
新
し
い
レ
シ
ピ

に
挑
戦
す
る
こ
と
、
最
近
は
娘
と
お

散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
い
、
一
人
ひ
と
り
に
最

適
な
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
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